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ヴィータスヴィータス

システム収納
フレームタイプ
システム収納
フレームタイプ

ヴィータス パネルヴィータス パネル

画像で選ぶ画像で選ぶ
プランNo検索プランNo検索

フリー配置

文字で選ぶ文字で選ぶ

プランを選ぶ商品を選ぶHOME

⾒積確認

棚板色・カウンター色等棚板色・カウンター色等
追加オプション追加オプション

プラン
No

プラン
No

奥⾏奥⾏
プランプラン

プランNo. D450 Ｃ-９プランNo. D450 Ｃ-９

※フリー配置
部材配置･寸法変更など

⾒積完了

商品明細の確認商品明細の確認⾒積書･図面･提案書
出⼒
⾒積書･図面･提案書
出⼒

データ保存データ保存

仕様を選ぶ

新規作成または保存
データからスタート
新規作成または保存
データからスタート
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プランニングの流れ1
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①新しい⾒積を作成する
このボタンをクリックして⾒積を開始します

②⾒積保存データ
⾒積保存データが⼀覧で表⽰されます
ボタンをクリックすると確認・編集ができます
画像右上の数字は⾒積書番号です

⑤⾒積⼀覧を絞り込む
作成日やカテゴリーで
絞り込むことができます

④アイコン
⾒積削除 印刷設定
帳票のダウンロードができます

③過去の⾒積を表⽰する／閉じる
⾒積を編集すると⼀番上に表⽰され、
このボタンが表⽰されます。クリックすると
過去の⾒積⼀覧が展開して表⽰されます

画面説明2 HOME ⾒積の新規作成・⾒積保存データの編集ができます
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①カテゴリー選択
カテゴリーを選択します

②商品シリーズ選択
商品シリーズ名を選択します

画面説明2 カテゴリー ・ 商品シリーズ から商品を選びます商品を選ぶ11
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①⾒積⽅法選択
目的・用途に合わせ、複数の方法を
用意しています

③プラン仕様表⽰
選択した仕様が表⽰されます

②プラン仕様選択
プラン（タイプ）→ プランNoの
順に選択します

画面説明2 ⾒積⽅法 ・プラン仕様から 基本プランを選びますプランを選ぶ22



6

③オプション
オプション部材を⾒積明細に
追加します

⑤フリー配置に進む
フリー配置専用画面に遷移します

⑦視点変更 視点の変更ができます

上下左右移動 回転 拡大 縮小 正面右 正面 全画面

⑥⾒積確認に進む
⾒積確認画面に遷移します

④合計⾦額
仕様に合わせて
合計⾦額を表⽰します

②詳細仕様
棚板・カウンター・引出し
・台輪の⾊を変更できます

①基本仕様
ベース⾊を⼀括で変更できます

⑧部屋⾊変更

床・壁・天井⾊を変更できます

画面説明2 基本プランから仕様を変更します仕様を選ぶ33
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①部材配置
パーツリストの部材をドラッグして
配置することができます

⑥配置面切替
２面・３面のプランでは
配置面の切替ができます

⑦通常画面に戻る
通常画面に遷移します

②仕様変更画面
部材をクリックすると表⽰されます
D300の棚板にはスライドパイプを
配置できます

④ぴったりカット
ユニットを指定した寸法で
カットする機能です

③構成部材選択
選択対象を切り替えます
OFF︓ユニット全体選択
ON︓棚板・パイプ等

部材ごとに選択

⑤エラー・警告表⽰
プランニング時のエラーや
警告を表⽰します

画面説明2 部材配置や寸法の変更ができます仕様を選ぶ（フリー配置）33
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①⾒積明細
品番・商品名・数量・⾦額・
単価などが表⽰されます

③⾒積完了に進む
⾒積完了画面に遷移します

画面説明2 ⾒積確認44 ⾒積明細を確認することができます
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③⾒積⼀覧に戻る
⾒積が保存され HOME
画面に遷移します

①⾒積の印刷設定をする
出⼒する帳票にチェックを⼊れます
詳細設定ボタンでファイル形式等の設定ができます

②帳票出⼒結果を確認する
出⼒状況・結果の表⽰とダウンロードができます

画面説明2 ⾒積書・図面・提案書を出⼒することができます⾒積完了55
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■ウォークイン L字プラン
奥⾏ 300ミリ
A面︓1690ミリ 棚板 ３枚、ハンガーパイプ５本
B面︓1190ミリ 棚板 10枚
オープンスペース︓400ミリ

フリー配置の解説となります。

オープンスペース400ミリ

棚板前面からフレーム側面まで
100ミリ以上必要

A面

B面

平面図

⽴面図

A面

B面

B面A面

3 プランニング事例 ウォークイン L字プラン
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3 プランニング事例 ウォークイン L字プラン

１．フリー配置画面
① ⾒積方法︓フリー配置で⾒積を作成する を

選択します。
② プラン︓２面を選択します。

③ 奥⾏き︓D300を選択します。
④ フリー配置画面が表⽰されます。

２．フレームユニットの配置
① 配置面がA面になっていることを確認します。

※⻩⾊表⽰が配置面です。異なる場合はA面をクリックしてください。

② パーツリストのフォルダを順に選択します。
TOP ＞ フレームユニット ＞ W800

③ ユニットD300_W800-5をドラッグして配置します。
※自動的に壁側に詰めて配置されます。

①①

②②

③③

④④

①①

②②
③③
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3 プランニング事例 ウォークイン L字プラン

３．棚板の削除
① 構成部材選択ボタンをON(緑⾊)にします。
② フレームユニットの下側の棚板ユニットをクリックします。
③ ゴミ箱アイコンをクリックすると削除されます。

４．ハンガーパイプの配置
① パーツリストのフォルダを順に選択します。

TOP ＞ パイプセット ＞ハンバーパイプセット
② ハンガーパイプセットをドラッグして、左図の場所に

配置します。

①①

②② ③③

①①
②②

②②
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3 プランニング事例 ウォークイン L字プラン

５．ぴったりカット
① 構成部材選択をOFF(グレー)にします。
② ユニットをクリックして商品の幅を確認します。824ミリ
③ 画面下のA面幅の欄に400を⼊⼒します。
④ ぴったりカットボタンをクリックします。
⑤ カットするユニットを選択します。
⑥ カット終了後、ユニットをクリックして寸法を確認します。

①①

②②

③③

⑤⑤

⑥⑥

④④
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3 プランニング事例 ウォークイン L字プラン

６．フレームユニットの配置
手順２と同様に配置します。

① 配置面がA面になっていることを確認します。
※⻩⾊表⽰が配置面です。異なる場合はA面をクリックしてください。

② パーツリストのフォルダを順に選択します。
フレームユニット ＞W800

③ ユニットD300_W800-２をドラッグして配置します。

７．棚板・小物掛けパイプセットの削除
手順３と同様に削除します。

① 構成部材選択ボタンをON(緑⾊)にします。
② フレームユニットの下側の棚板ユニットをクリックします。
③ ゴミ箱アイコンをクリックすると、削除されます。
④ 同様に、小物掛けパイプをクリックして削除します。

①①

②②
③③

①①

②②
③③

④④
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3 プランニング事例 ウォークイン L字プラン

８．ハンガーパイプ（２箇所）の配置
手順４と同様に配置します。

① パーツリストのフォルダを順に選択します。
TOP ＞ パイプセット ＞ハンバーパイプセット

② ハンガーパイプセットをドラッグして、左図の場所に
（２箇所）配置します。

９．フレームユニットのコピー
① 構成部材選択をOFF（グレー）にします。
② 対象のフレームユニットをクリックし、

コピーアイコンをクリックします。
④ コピーモードとなり、パーツリストにコピーするユニットが

表⽰されます。
⑤ ドラッグして左の領域に配置します。
※自動的に隣接して配置されます。

①①

②②

①①

②②

④④

⑤⑤
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3 プランニング事例 ウォークイン L字プラン

１０．ぴったりカット
手順５と同様に操作します。

① ユニットをクリックして商品の総間口を確認します。
2000ミリ（824+1176）

② 画面下のA面幅の欄に1690を⼊⼒します。
③ ぴったりカットボタンをクリックします。
④ カットするユニットを選択します。
⑤ カット終了後、ユニットをクリックして寸法を確認します。

①①
②②

③③

④④

⑤⑤

１１．配置面の変更
① 画面下の配置面の画像のB面をクリックします。

※⻩⾊表⽰が配置面です。

② 配置画面がB面に変わります。①① ②②
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3 プランニング事例 ウォークイン L字プラン

１２．空白部材の配置
※コーナー部の部材が干渉しないよう空白部材を配置します。
また、棚板前面からフレーム側面まで100ミリ以上あける必要があります。

① 配置面がB面になっていることを確認します。
※⻩⾊表⽰が配置面です。異なる場合はB面をクリックしてください。

② パーツリストのフォルダを順に選択します。
TOP ＞ 空白部材

③ 空白部材をドラッグして、配置します。
※自動的に壁側に詰めて配置されます。

④ 空白部材をクリックして幅を700に設定にします。
A面ユニット 奥⾏299＋オープンスペース400

④④

③③
①①

オープンスペース 400ミリ

②②

空白部材 700ミリ

コーナー部の
部材干渉に注意
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3 プランニング事例 ウォークイン L字プラン

１３．フレームユニットの配置
手順２・６と同様に配置します。

① 配置面がB面になっていることを確認します。
※⻩⾊表⽰が配置面です。異なる場合はB面をクリックしてください。

② パーツリストのフォルダを順に選択します。
フレームユニット ＞W600

③ ユニットD300_W600-10をドラッグして配置します。

１４．ぴったりカット
手順５・10と同様に操作します。

① ユニットをクリックして商品の総間口を確認します。
1324ミリ（空白部材700＋ユニット624）

② 画面下のB面幅の欄に1190を⼊⼒します。
③ ぴったりカットボタンをクリックします。
④ カットするユニットを選択します。
⑤ カット終了後、ユニットをクリックして寸法を確認します。

①①

②②

③③

①①
③③

④④

②②

⑤⑤

①①

③③

④④
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3 プランニング事例 ウォークイン L字プラン

１５．通常画面(３D表⽰）での確認
① 通常画面に戻るボタンをクリックして３D表⽰を

確認します。①①
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※スライドパイプはD300プランのみ対応しています。

① 構成部材選択ボタンをON(緑⾊）にします。
② スライドパイプを配置する棚板をクリックして

仕様変更画面を表⽰します。
③ スライドパイプ有無を 有りに変更します。

※設定したスライドパイプは図面や提案書に反映します。

１．スライドパイプの配置

※システム収納フレームタイプは、ユニットを配置する際、
壁との空間を作らず自動的に詰めて配置する仕様です。

① 構成部材選択をOFF(グレー）にします。
② ユニットを外側（壁と反対方向）にドラッグして

移動させます。

２．フレームユニットの左右入替

①① ②②

①①

②②

Q&A4
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Q&A4

初期設定ではA面が正面となっていますが、B面を正面
と⾒⽴ててプランニングしてください。

３．２面 逆L字プラン

ぴったりカット実施後、カットしたユニットをコピー機能で
配置してください。
または、ぴったりカットを各ユニットごとに複数回に分けて
実⾏してください。
※フレームユニットのフレームの幅は24ミリです。

５．フレームユニットの均等割り付け

３面プランのA面とC面に配置してください。
列の間隔はB面幅で調整してください。

４．２列プラン

壁側に空白部材を配置して
ください。
※フレームユニットの配置後に
空白部材を配置する場合は
壁との間に割り込ませて配置する
ことも可能です。

６．オープンプランを壁から離して配置


